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Tsuchiu-Learning
～時代を学び、土浦を変える～
班員　真田龍・西谷麟・村上雄馬・杉山芽衣・齊木亮作　　TA　梶塚真良
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1. 背景
土浦といえば、霞ケ浦や筑波山、豊かな農地をはじめとする自然的景観や、亀城公園に残る歴史、花火大会などで知られるまちであり、さらには県南地域の行政機関が数多く集まっている場所であるという点も特徴である。しかし、現在の土浦市を見ると、シャッター街化したモール505や撤退したサンパル、さらには駅前再開発事業にテナントが入らないといった状況が目立つ。とはいえ土浦も昔からこのようだったはずはない。そこで私たちは、なぜこのような状況になってしまったのか考察した。まず、社会全体の流れとして郊外化や自動車化、少子高齢化が進んでいて、それは土浦においても例外ではない。次に、土浦市の周辺に目を向けると、最近ではイオンモールやイーアスの開業やTXの開通と沿線の開発が進んだ結果、人口がつくばなどに流出した。これらのことから、土浦は社会の変化に対応できなかったために、衰退しつつあるのではないかと我々は考えた。
2. 全体構想
このような背景を踏まえ我々は、土浦に必要なものは時代の流れを知り学ぶ、すなわち「学習」ではないかと結論付けた。そして、昔ながらの強みをもつ土浦に新しい要素としての学習を掛け合わせた「Tsuchiu-Learning」を行うことによって、将来的に土浦を「時代とともに歩み、栄えるまち」とすることを目標とする。「Tsuhiu-Learning」の各提案として、Tsuchiura Go（商業）、水路を歩こう（交通）、リハビリ農園（農業・医療）、わがまち公園づくり（福祉）を提案する。
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図１　Tsuchiu-Learningの概要
3. 分野別構想
3.1 Tsuchiura-GO（商業）
3.1.1 現状
　土浦の現状として、駅前中心地の空洞化が進行し、年々中心市街地の店舗数と歩行者交通量が減少している。
これに対して、土浦市はプレミアム付商品券発行事業、まちづくり活性化バス運行支援事業、土浦繁盛記事業、そして地域通貨「キララ」などの事業を行っている。これらは一定の成果を上げているが、各々独立で機能しているのが現状である。また、土浦は歴史と風情ある土地資源を保有していることから、これらを効果的に利用することで土浦の魅力を高めることが必要である。
3.1.2提案
　　[image: Macintosh HD:Users:RyOsAkU:Desktop:スクリーンショット 2017-02-09 21.16.56.png]
図２　Tsuchiura-GOのイメージ
ここで、私たちが土浦に提案する「学習」は、市で行なわれている事業と土地の情報化である。社会的背景として、IT機器の急速に普及に伴い、金沢市の「公式金沢市アプリ」といった市によるITの活用や2016年に世界的大ブームを生んだPokémon GOのまち歩きの効果からITが街を変える時代となっている。そこで、市や団体がこれまで行ってきた事業、そして魅力を活かしきれていない土地に注目し、サービスの統合や位置情報システムの利用で事業が一元化され、まち歩きを喚起するアプリ「Tsuchiura GO」を提案する。土浦市の事業をアプリで一括に見える化をして、サービスの利用を促進する。具体的な内容として、イバライガーのバス情報の通知やお店の広告、つちまるによる市の最新情報お知らせ機能を導入し、生活の利便性を向上させる。また、地域ポイントを導入して土浦一高旧本館といった土地を訪れるとボーナスポイントを獲得できる機能を導入する。アプリのポイントは地域の加盟店舗で利用できるなど、利用者がまち歩きを行う動機を提供して、まち歩きを促す。
3.1.4実現可能性
　Tsuchiura GOの実現に際して、市と市の組織/NPO組織、市民との協力が必要である。
先行事例である公式金沢市アプリの開発を参考に500万円を開発費用と想定する。市が持つ交付金から市の全額負担より開発を行う。年間維持費を200万円と考え、市から50万円、1団体から20万円、1店舗から3000円程度徴収し、維持に取り組む。これにより、事業のアプリコンテンツ化を図り、新たなサービスを導入することが可能にする。
　以上を踏まえ、事業の一元化とまち歩き促進より中心活性化を図る提案を行う。将来的には様々な分野において、土浦のITを駆使して地域を活性化できるようなまちを目標とする。
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図３　事業スキーム
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図４　アプリへの投資先行事例

3.2 水路を歩こう（交通）
3.2.1 現状
土浦駅前の歩行者数は減少の一途をたどっており、特に亀城公園付近で多く歩行者数が減少している。これにより駅前のにぎわいが失われている。そこでまちのにぎわいを取り戻すために、市民が「歩きたくなる」×市民に「歩いてもらう」市街地整備が必要である。
一方、土浦市は古くから茨城県南の行政・経済の中心であり、土浦駅前には多くの国や県の行政機関が立地している。（国が18施設、県が19施設（つくば市は国が8市施設、県が12施設））しかし、土浦駅から半径1km(徒歩約12分)圏内にある行政機関は、4施設しかなく、施設の老朽化も進んでいる。また、かつての土浦城（亀城）は、堀が張り巡らされた水城であり、当時の城下町が現在の市街地の原型となっている。しかし、鉄道の開通に伴い堀の大部分が埋め立てあるいは暗渠となり、当時の面影は失われ、さらに土浦の中心は駅前に移った。

3.2.2　提案
　ここで私たちが土浦に提案する「学習」はリノベーションである。近年中心地の再活性化としての手法として、経済成長とともに忘れられたもののリノベーションが注目されている。具体的には、韓国の清渓川での道路建設で失われた河川の再生や、富山県の路面電車（LRT）などである。
　そこで、私たちは、歩きたくなる提案として水路の復元、歩いてもらう提案として中心市街地にゾーン設定を行う。亀城公園と土浦駅を結ぶ水路を復元し、それを軸にして、亀城公園周辺を「新たな土浦の中心ゾーン」、土浦駅周辺の都心を「Tsuchiura GOゾーン」とし、この２つのゾーンを水路で結ぶことで、新たな人の流れを生み出し、中心地の活性化を実現する。
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図５　水路を歩こう計画図
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図６　水路イメージ
○新たな土浦の中心ゾーン
　このゾーンでは行政機関の集約を行う。このゾーンには、検察庁や裁判所、税務署など国や県の行政機関が集積しているが、茨城県の土浦合同庁舎は築48年と老朽化が進み、近いうちに建て替えが必要である。そこで、郊外に点在している茨城県の土浦合同庁舎と国の土浦税務署、土浦法務局を、このゾーンに合同庁舎を建設し集約させることで、亀城公園周辺を再び土浦の中心にする。

○Tsuchiura GOゾーン
　このゾーンには先述のTsuchiura GOと連携して、Tsuchiura GO特区を設定、それによって歩いてもらうゾーンにする。具体的には、特区内のTsuchiura GO参加店舗に対し税金の軽減や、家賃の助成を行う。これによって、店舗の集約やTsuchiura GO参加店舗の増加が見込める。一方利用者に対しては、特区内のこれらの店舗での買い物においてTsuchiura GOのポイントを上乗せしたり、特典を設けたりなどする。これにより、中心地へ足を運ぶインセンティブを与え、まちのにぎわいを創出していく。
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図７ Tsuchiura GOゾーン
　以上の水路整備とゾーン設定によって、土浦市に元からある資源を現代的にリノベーションするなどしてまちの活性化に取り組むことができる土浦を目標とする。

3.3 リハビリ農園（農業・医療）
3.3.1 現状
　まず、土浦では特に新治地区やおおつ野地区において高齢化が進行していることや、農家数の減少に伴い耕作放棄地が増加し、農業が衰退しているといった課題がある。一方、新治地区の廃校となる小学校や、おおつ野地区には移転したばかりの協同病院など、活用できる土浦の資源が存在している。
3.3.2 提案
　ここで私たちが土浦に提案する「学習」は、農業と医療の連携による園芸療法です。園芸療法には、健康の増進や、ストレスの軽減、高齢者・障がい者の就労支援、身体機能の向上といった効果がある他、農業を医師が支援することで健康な人からそうでない人まで老若男女誰もが農業に関わることができる。実際に園芸療法は北海道において成功事例もあり、近年、社会問題を解決する仕組みとして期待が高まっている。
　そこで、私たちは新治地区において「リハビリ農園」を提案し、高齢者のケアを改善し、市民に広く農業に関わってもらうことを目指す。提案の概要としては、土浦市内及び市外から医師や医学実習生、リハビリ患者、そして農業に興味のある人を新治地区に招き、農業に触れ、学んでもらうとともに高齢者や障がい者を中心に健康を増進させる。さらに、近隣の廃校を農園で採れた農産物の加工所や販売所、地域住人に味わってもらえる食堂、宿泊施設として利用し、地域との交流を図る。今回の提案では、廃校や協同病院といった土浦市の資源を活かしながら、学習として農業と医療を連携させた園芸療法を取り入れたが、最終的にはこのプランをはじめとして、多分野及び多市町村にわたって連携して課題を解決し、都市を存続させていくことができるようなまちを目指す。
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図８　リハビリ農園の概要図

3.4 わがまち公園づくり（福祉）
3.4.1 現状
土浦市の現状として、霞ヶ浦総合公園や街区公園など、土浦市の公園は活用しきれていないという課題がある。一方、公園の数自体は市内全域に分布しており、これらの活用が求められている。
3.4.2 提案
　ここで、私たちが土浦に提案する「学習」は、市民参加である。市民参加をすることによって、住民の生の声が行政に反映され、それは地域の活性化にもつながる。しかしながら、土浦市もWSやシンポジウムを開催するなどの対策を行っているものの、これらは市民にとってまだまだハードルが高いのが現状である。よって、幅広い住民に気軽に参加してもらえるような環境が必要とされている。そこで我々は、土浦市内の公園で行う、「わがまち公園づくり」を提案する。わがまち公園づくりとは、市民が自ら公園を活用し、作っていく取り組みである。公園において市民参加することで、その地域の住民のニーズに合った公園を作ることができる。まず、対象とする公園は、霞ヶ浦公園（中心地区・総合公園）、乙戸沼公園（荒川沖地区・総合公園）、樫の木公園（おおつ野地区・街区公園）、新治運動公園（新治地区・運動公園）の4つ。市内の4つの地区の、様々な分類の公園を対象とすることで、将来的に土浦市内のすべての公園で網羅的に行う体制を作っていくことを目標とする。
提案の第１段階として、NPO法人などの市民団体が公園で市民向けに企画を実施し、市民全体での公園の活用による活性化を図る。第２段階として、公園を実際に使っていく中で生じた公園の課題や新しくほしい設備等を住民同士で話し合う。そして最終段階として、市などの援助も受けながら、話し合いで出た設備案を実現していく。
実際のイメージとして、現状では遊具もほとんどなく民にもあまり使われていないおおつ野地区の樫の木公園を例に示す。2/3(金)10:00-12:00に行ったヒアリング調査から「子供が飽きないような魅力的で安全な遊具が欲しい」との声があり、これをこの公園に実際に適応してみると以下のようなイメージになる。
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図９　公園の改善イメージ
これは、ヒアリングにご協力いただいた一部の住民の声を受けて、我々が作成したものだが、この提案が実現すれば、さらに広い住民の生の意見に寄り添った遊具や設備などが実現可能になる。
今回の提案は、公園に完結するものだが、将来的には公園だけでなく、さまざまな分野に市民が自ら参加していき、主体的に環境改善していくことができるようなまちを目標とする。

4. まとめ
以上５つの分野の提案によって、土浦に学習という新しい要素を取り入れる「Tsuchiu-Learning」を行うことで、土浦を時代の流れと共に歩み栄えるまちを目指す。
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図１０　提案のまとめ
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